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1．はじめに

人類社会の持続的存続には，環境問題を広い視野から考え，問題の解決に向けて行動できる
人材の育成が必要である。そのような人材育成には，人文・社会・自然科学の垣根を越えた学
際的で実践的な教育プログラムの構築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への
期待は大きく，2000年には国連における日本主導の「持続可能な開発のための教育の10年」が
スタートし1），日本では環境教育の推進を目的とした「環境保全活動・環境教育推進法」が
2003年に成立した2）。
東海大学では，環境分野における学際的な人材の育成とその成果を，地域社会に還元するこ

とを目的の一つとした環境憲章を1997年に発表している3）。
このような背景の中，教養学部人間環境学科自然環境課程では，自然科学系と人文・社会科

学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を構築し，人間環境に関わる
様々な問題を，人文・社会・自然科学の枠にとらわれない広い視野から考え，問題解決に向け
て行動できる人材の育成を目的に，実践的な環境教育プログラムが用意されている4, 5）。この
特徴的な環境教育プログラムは，2011年度の日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育委
員会21期提言の中で引用されるに至っている6）。
その代表的なプログラムとして，これまでの実践的環境教育に関する教育研究を踏まえて，

数多くの演習を行ってきた7-57）。その演習は，地域連携を重視した内容が多く，環境 NPOや
初等中等教育機関との連携が主となっている。その中で，2009年度から2012年度まで，複数の
コカ・コーラ教育・環境財団寄付演習を実施してきた。
本研究は，これらのスタディ・ツアーを踏まえ， 1）地域の自然，歴史と文化の融合による

地域知の理解， 2）多様な地域の暮らしの知恵に学ぶ地域に根ざしたライフスタイルの理解，
3）地域住民との交流に基づく人材育成とこれからの「持続可能な地域づくり」への地域貢献
の相互関連性，の 3点に着眼した内容の演習プログラムの構築を志向した教育研究である。
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今回は，世界自然遺産である知床半島をフィールドとした演習プログラム構築の試みについ
て報告する。

2．実施概要

自然環境と人間活動の調和のとれた共生社会を創出していくためには，環境保全についてよ
く理解し，現状の人間環境に関する問題を人文・社会・自然科学の枠を越えた広い視野から考
えながら，実践的な保全活動を継続的に行っていくことが必要である。本プロジェクトでは，
知床半島全体の多様な自然環境と人間の営みが持続的に両立する地域共生社会の在り方を，演
習を通じて考えるプログラムを構築することを目的とする。
まず，知床半島のある北海道を含めた北方文化圏の概要を，自然と人間の営みの歴史（民族

学的の視点も含む）の視点から学び，次に，知床半島周辺の理解を，実践を踏まえて理解でき
るようなプログラム内容を考慮し，日程（表 1）ほかを構築した。
利用施設は，北海道立北方民族博物館，モヨロ貝塚館，網走国定公園（原生花園），知床博

物館（斜里町），知床世界遺産センター，知床自然センター，知床五湖フィールドセンター，
知床五湖フィールドセンター，知床クルーズ，知床国立公園羅臼ビジターセンターなどである
が，これらに関する事前課題を提出し，予備知識を持つように工夫した。
また，ワークシート（表 2）を作成し，それに取り組みさせながら演習を進めた。
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の相互関連性，の３点に着眼した内容の演習プログラムの構築を志向した教育研究である。 
今回は，世界自然遺産である知床半島をフィールドとした演習プログラム構築の試みについて

報告する。 
 

２．実施概要 
 
自然環境と人間活動の調和のとれた共生社会を創出していくためには，環境保全についてよ

く理解し，現状の人間環境に関する問題を人文・社会・自然科学の枠を越えた広い視野から考

えながら，実践的な保全活動を継続的に行っていくことが必要である。本プロジェクトでは，

知床半島全体の多様な自然環境と人間の営みが持続的に両立する地域共生社会の在り方を，演

習を通じて考えるプログラムを構築することを目的とする。 
まず，知床半島のある北海道を含めた北方文化圏の概要を，自然と人間の営みの歴史（民族

学的の視点も含む）の視点から学び，次に，知床半島周辺の理解を，実践を踏まえて理解でき

るようなプログラム内容を考慮し，日程（表１）ほかを構築した。 
利用施設は，北海道立北方民族博物館，モヨロ貝塚館，網走国定公園（原生花園），知床博

物館（斜里町），知床世界遺産センター，知床自然センター，知床五湖フィールドセンター，

知床五湖フィールドセンター，知床クルーズ，知床国立公園羅臼ビジターセンターなどである

が，これらに関する事前課題を提出し，予備知識を持つように工夫した。 
また，ワークシート（表２）を作成し，それに取り組みさせながら演習を進めた。 

 
表１ 2017 年度知床半島試行演習スケジュール 
９月２日（土） 

06:35   羽田空港集合 
07:10   羽田空港発→女満別空港（08:50 到着） 

       レンタカー（オリックス）手続き（１台：ステップワゴン） 
09:20   女満別空港出発 ※移動はすべてレンタカーを利用 
09:50   北海道立北方民族博物館到着 （12:00 出発） 
13:00   モヨロ貝塚館到着   （14:00 出発） 

        ※移動途中で網走国定公園（原生花園）見学 
15:30   知床博物館（斜里町）到着  （16:30 出発） 
16:40   ホテル到着 ※振返り及び翌日の打合せ後，自由解散 

 
９月３日（日） 

08:00   ホテル出発 
        ※移動途中でオシンコシンの滝見学 

09:00   知床世界遺産センター到着 
        ※センター職員からのレクチャー 

10:00   知床世界遺産センター出発 
10:10   知床自然センター到着 （10:40 出発） 
10:50   知床五湖フィールドセンター到着 

※職員からのレクチャーの後知床五湖（大ループ）の散策 

表 1　2017年度知床半島試行演習スケジュール
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12:30   知床五湖フィールドセンター出発 
14:00   知床岬クルーズ（観光船を利用） 
17:00   観光船下を船後，直ちに出発 
18:00   ホテル到着 ※振返り及び翌日の打合せ後，自由解散 

 
９月４日（月） 

09:00   ホテル出発 
10:30   カムイワッカの滝到着 

        滝へ徒歩で（周囲散策：ヒグマに注意！） 
11:00   カムイワッカの滝出発 
12:30   知床峠より北方領土を望む 
13:00   知床国立公園羅臼ビジターセンター到着 ※周辺散策 
14:00   知床国立公園羅臼ビジターセンター出発 
16:30   女満別空港到着 
18:30   女満別空港発→羽田空港（20:25 到着） 

 
表２ 2017 年度世界自然遺産知床プログラム構築試行研究ワークシート 

＜北海道立北方民族博物館＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 
 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 
 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 
 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 
 
 

＜モヨロ貝塚館＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 

 
 

表 2　2017年度世界自然遺産知床プログラム構築試行研究ワークシート
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12:30   知床五湖フィールドセンター出発 
14:00   知床岬クルーズ（観光船を利用） 
17:00   観光船下を船後，直ちに出発 
18:00   ホテル到着 ※振返り及び翌日の打合せ後，自由解散 

 
９月４日（月） 

19:00   ホテル出発 
10:30   カムイワッカの滝到着 

        滝へ徒歩で（周囲散策：ヒグマに注意！） 
11:00   カムイワッカの滝出発 
12:30   知床峠より北方領土を望む 
13:00   知床国立公園羅臼ビジターセンター到着 ※周辺散策 
14:00   知床国立公園羅臼ビジターセンター出発 
16:30   女満別空港到着 
18:30   女満別空港発→羽田空港（20:25 到着） 

 
表２ 2017 年度世界自然遺産知床プログラム構築試行研究ワークシート 

＜北海道立北方民族博物館＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 
 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 
 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 
 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 
 
 

＜モヨロ貝塚館＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 
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＜知床博物館（斜里町）＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 

 
 

＜知床世界遺産センター＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 

 
 

 
＜知床五湖フィールドセンター＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 
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＜知床岬クルーズ＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 

 
 

＜カムイワッカの滝＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 

 
 

＜知床国立公園羅臼ビジターセンター＞ 

初めて知った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

興味を持った内容を具体的に記載して下さい。 

 
 

知床プログラムでこの施設を見学する必要性に関して，理由を含めて記載して下さい。 

 
 

時間配分も含め，この施設の見学に関して意見があれば記載して下さい。 
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3 ．結果と今後の展開

学生は，事前課題に取り組み，配布されたワークシートに従い，見学や体験先での内容をま
とめ，テーマを見失うことなく，実習を行った。実習先でも，宿泊施設に戻ってから，感想を
含めた振り返り作業を繰り返した。実習から戻った後は，各自がまとめるテーマの担当を決め，
ポスターを作成し，S－プラザで展示発表を行った（2017年12月13日～12月25日）。学生が実
習の成果をまとめたポスターは，次ページ以降に掲載する。
現在の課題は，天候によるスケジュール変更への柔軟な対応策を工夫し，より効果的な見学

＆体験内容の検討する必要がある。特に，施設見学の比重が高く，実践的な内容が不足してい
る。今後は，これらの課題を改善し， 2単位の演習科目として，カリキュラムに組み込む予定
である。

成果の公表

事前調査の成果をまとめた「世界自然遺産を訪ねて！～知床半島における実践教育プログラ
ム展開に向けて～」をサテライトオフィス～地域交流センター～で，2017年 2 月 6 日（月）～
2月10日（金）に実施した。
加えて。本プログラムのポスター展示会「知床半島における実践教育プログラムの展開」を

以下の通り実施した。
展示期間：2017年12月13日（水）～12月25日（月）
展示時間： 9時00分～17時00分
展示場所：東海大学湘南キャンパス（10号館 S-PLAZA）

謝辞

この教育研究の一部は，2017年度の教育研究補助金により実施された。関係各位並びに参加
学生に，感謝申し上げます。
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